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平成30年度 文化庁映画賞
文化庁では、我が国の映画芸術の向上とその発展に資するため、文化庁映画賞として、

優れた文化記録映画作品（文化記録映画部門）及び永年にわたり日本映画を支えてこら

れた方 （々映画功労部門）に対する顕彰を実施しています。

本年度の文化記録映画部門3作品及び映画功労部門6名の贈呈式を10月25日に、また

文化記録映画部門受賞作品について、受賞記念上映会を10月28日に開催しました。

文化庁映画賞
贈呈式

文化庁映画賞
受賞記念上映会

会期：2018年10月25日（木）19:00～

会場：グランドハイアット東京「コリアンダー」

主催：文化庁

会期：2018年10月28日（日）11:00～

会場：神楽座

主催：文化庁
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今年度は、映画賞の候補作品10本に対し、まず個々の委員による事前評価が実施され、ついで全委員の出席のも

と、映画賞を最終決定する選考委員会が開かれた。今回、候補として挙がっていた映画には、社会派的なものから

個人をみつめたもの、民衆史を再検証しようとするものまであり、じつに内容が多岐にわたっていた。これらの

作品は比較が難しく、評価がわかれ、議論が膠着する局面もあった。そのため、事前評価で高得点ではなかった

ものも含め、個々の作品について丁寧に意見を出し合っていき、作品を絞っていくこととした。

残った作品の中からどの作品を大賞とするべきか、慎重な議論を重ねた結果、ニューカレドニアへの知られざる

移民史に光をあて、現代史の貴重な証言となっている『まぶいぐみ～ニューカレドニア引き裂かれた移民史～』

が選ばれた。そして順次、ほかの受賞作も絞られ、個性あふれる政治家に焦点をあて、史的観点から再検証を

試みた『米軍が最も恐れた男　その名は、カメジロー』、および安定感のある構成とカメラワークで音楽家の世界

を巧みに表現した『Ryuichi Sakamoto: CODA』が満場一致で優秀賞と決定された。これらが賞を射止めた

のは撮影対象をあらたな視点から追求し、丹念に掘り起こすという記録映画本来の機能が大いに発揮されていた

からだろう。

平成30年度 文化庁映画賞 文化記録映画部門

［総評］

『まぶいぐみ～ニューカレドニア引き裂かれた移民史～』

文化記録映画大賞

南太平洋の仏領ニューカレドニア。太平洋戦争で日本人移民が拘束・
追放され、現地の家族と子孫が切り離された。戦後60年を経て、
当事者の証言を集め、埋もれた歴史を掘り起こす。

二十世紀初頭ニューカレドニアに移住した沖縄出身の人々の過酷な労働

や、二世三世たちの苦労と努力、戦後、離散した家族のそれからなど、今まで

あまり知られていない移民史を丁寧に掘り起こしている。「まぶいぐみ」は

沖縄の言葉で失った魂を取り戻すこと。広範な取材で集めた資料と証言

映像により、二国に引き裂かれた家族との再会や自分のルーツを求め続け、

過去の悲劇を乗り越えようとする人々の今が見事に映し出されている。

（山田 顕喜）

監督：本郷義明
製作：シネマ沖縄
出演：カナ・オブリー／ルーシー・マツダ／
ジャン＝ピエール・ゼンコロー

2017年／カラー（一部モノクロ）／110分

©株式会社シネマ沖縄2017
贈賞理由

（奥村  賢）

本郷義明監督
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